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〇神奈川県建築基準条例（昭和35年神奈川県条例第28号）【神奈川県条例第83号関係】新旧対照表 

新 旧 

第１条～第16条 （略） 第１条～第16条 （略） 

（共同住宅等の主要な出口） 

第 16条の２ 共同住宅、寄宿舎又は下宿の用途に供

する建築物の避難階においては、主要な出口（屋外

階段又はこれに代わる施設からの出口を含む。以下

この条及び第 19 条において同じ。）は、道（都市

計画区域及び準都市計画区域内においては、法第

42 条に規定する道路に限る。第 52 条の６及び第 52

条の 17 の２を除き、以下同じ。）に面して設けな

ければならない。ただし、次の各号のいずれかに該

当し、かつ、安全上支障がないと認められる場合は、

この限りでない。 

 （１）・（２） （略） 

２ （略） 

（共同住宅等の主要な出口） 

第 16条の２ 共同住宅、寄宿舎又は下宿の用途に供

する建築物の避難階においては、主要な出口（屋外

階段又はこれに代わる施設からの出口を含む。以下

この条及び第 19 条において同じ。）は、道（都市

計画区域及び準都市計画区域内においては、法第

42 条に規定する道路をいう。以下同じ。）に面し

て設けなければならない。ただし、次の各号のいず

れかに該当し、かつ、安全上支障がないと認められ

る場合は、この限りでない。 

 

 （１）・（２） （略） 

２ （略） 

第17条～第21条 （略） 第17条～第21条 （略） 

（構造） （構造） 

第22条 （略） 第22条 （略） 

（削除） ２ 法第22条第１項の規定により指定された市街地

の区域内にあるホテル又は旅館の用途に供する木

造建築物等で、階数が２であり、かつ、その用途に

供する部分の床面積の合計が400平方メートルを超

えるものは、その外壁及び軒裏で延焼のおそれのあ

る部分を防火構造としなければならない。 

（削除） ３ 建築物の一部が前項に該当する場合においては、

政令第112条第12項の規定を準用する。 

第23条～第27条 （略） 第23条～第27条 （略） 

（大規模店舗の屋外への出口） （大規模店舗の屋外への出口） 

第28条 大規模店舗の避難階においては、避難階段又

は特別避難階段から屋外に直接通ずる出口を設け

なければならない。ただし、次の各号のいずれかに

該当する場合は、この限りでない。 

第28条 大規模店舗の避難階においては、避難階段又

は特別避難階段から屋外に直接通ずる出口を設け

なければならない。ただし、次の各号のいずれかに

該当する場合は、この限りでない。 

（１) （略） （１) （略） 

（２) 階段から屋外への出口のうち１以上の出口

に至る通路部分を準耐火構造の壁又は法第２条

第９号の２ロに規定する防火設備（政令第112条

第13項の規定に適合するこれらの防火設備に限

る。以下同じ。）で区画した場合 

（２) 階段から屋外への出口のうち１以上の出口

に至る通路部分を準耐火構造の壁又は法第２条

第９号の２ロに規定する防火設備（政令第112条

第14項の規定に適合するこれらの防火設備に限

る。以下同じ。）で区画した場合 

第28条の２～第52条の５ （略） 第28条の２～第52条の５ （略） 

（敷地と道路との関係） （敷地と道路との関係） 

第52条の６ 建築物の敷地は、道路に２メートル以上

接しなければならない。 

 

 

 

２ 前項の規定は、次の各号のいずれかに該当する建

築物については、適用しない。 

（１) その敷地が幅員４メートル以上の道（道路

に該当するものを除き、農道その他これに類す

る公共の用に供する道又は政令第144条の４第

１項各号に掲げる基準及び第52条の17の２の規

第52条の６ 建築物の敷地は、道路に２メートル以上

接しなければならない。ただし、その敷地の周囲に

広い空地を有する建築物その他の建築物で知事が

交通上、安全上、防火上及び衛生上支障がないと認

めて許可したものについては、この限りでない。 
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定による基準に適合する道に限る。）に２メー

トル以上接する建築物のうち、延べ面積が200平

方メートル以内の一戸建ての住宅で、知事が交

通上、安全上、防火上及び衛生上支障がないと

認めるもの 

（２) 次に掲げる基準のいずれかに適合する建

築物で、知事が交通上、安全上、防火上及び衛

生上支障がないと認めて許可したもの 

ア その敷地の周囲に公園、緑地、広場等広い

空地を有する建築物であること。 

イ その敷地が農道その他これに類する公共の

用に供する道（幅員４メートル以上のものに

限る。）に２メートル以上接する建築物である

こと。 

ウ その敷地が、その建築物の用途、規模、位

置及び構造に応じ、避難及び通行の安全等の

目的を達するために十分な幅員を有する通路

であつて、道路に通ずるものに有効に接する

建築物であること。 

第52条の７・第52条の８ （略） 第52条の７・第52条の８ （略） 

（容積率） （容積率） 

第52条の９ （略） 第52条の９ （略） 

２・３ （略） ２・３ （略） 

４ 前項第１号の延べ面積には、次に掲げる建築物の

部分の床面積を算入しない。 

４ 前項第１号の延べ面積には、次に掲げる建築物の

部分の床面積を算入しない。 

（１)～（５） （略） （１)～（５） （略） 

（６) 宅配ボックス（配達された物品（荷受人が

不在その他の事由により受け取ることができな

いものに限る。)の一時保管のための荷受箱をい

う。）を設ける部分（次項において「宅配ボック

ス設置部分」という。） 

 

５ 前項の規定は、次の各号に掲げる建築物の部分の

区分に応じ、当該敷地内の建築物の各階の床面積の

合計（同一敷地内に２以上の建築物がある場合にお

いては、これらの建築物の各階の床面積の合計の

和）に当該各号に定める割合を乗じて得た面積を限

度として適用するものとする。 

５ 前項の規定は、次の各号に掲げる建築物の部分の

区分に応じ、当該敷地内の建築物の各階の床面積の

合計（同一敷地内に２以上の建築物がある場合にお

いては、これらの建築物の各階の床面積の合計の

和）に当該各号に定める割合を乗じて得た面積を限

度として適用するものとする。 

（１)～（５） （略） （１)～（５） （略） 

（６)  宅配ボックス設置部分 100分の１  

第52条の10～第52条の12 （略） 第52条の10～第52条の12 （略） 

（日影による中高層の建築物の高さの制限） （日影による中高層の建築物の高さの制限） 

第52条の13 高さ（階段室、昇降機塔、装飾塔、物見

塔、屋窓その他これらに類する建築物の屋上部分の

水平投影面積の合計が当該建築物の建築面積の８

分の１以内の場合においては、その部分の高さは、

５メートルまでは、当該建築物の高さに算入しな

い。）が10メートルを超える建築物は、冬至日の真

太陽時による午前８時から午後４時までの間にお

いて、平均地盤面からの高さ（当該建築物が周囲の

地面と接する位置の平均の高さにおける水平面か

らの高さをいう。）が４メートルの水平面（当該建

築物の敷地内の部分を除く。）に、敷地境界線から

第52条の13 高さ（階段室、昇降機塔、装飾塔、物見

塔、屋窓その他これらに類する建築物の屋上部分の

水平投影面積の合計が当該建築物の建築面積の８

分の１以内の場合においては、その部分の高さは、

５メートルまでは、当該建築物の高さに算入しな

い。）が10メートルを超える建築物は、冬至日の真

太陽時による午前８時から午後４時までの間にお

いて、平均地盤面からの高さ（当該建築物が周囲の

地面と接する位置の平均の高さにおける水平面か

らの高さをいう。）が４メートルの水平面（当該建

築物の敷地内の部分を除く。）に、敷地境界線から
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の水平距離が、５メートルを超え10メートル以内の

範囲において４時間以上、10メートルを超える範囲

において2.5時間以上日影となる部分を生じさせる

ことのないものとしなければならない。ただし、次

の各号のいずれかに該当する場合は、この限りでな

い。 

  （１) 知事が土地の状況等により周囲の居住環境

を害するおそれがないと認めて許可した場合 

（２) 前号の許可を受けた建築物を、当該許可を

受けた際における敷地の区域において、平均地

盤面からの高さが４メートルの水平面に敷地境

界線からの水平距離が５メートルを超える範囲

において新たに日影となる部分を生じさせるこ

とのない規模で増築し、改築し又は移転する場

合 

の水平距離が、５メートルを超え10メートル以内の

範囲において４時間以上、10メートルを超える範囲

において2.5時間以上日影となる部分を生じさせる

ことのないものとしなければならない。ただし、知

事が土地の状況等により周囲の居住環境を害する

おそれがないと認めて許可した場合においては、こ

の限りでない。 

２・３ （略） ２・３ （略） 

第52条の14～第56条 （略） 第52条の14～第56条 （略） 

（建築審査会の同意） （建築審査会の同意） 

第57条 知事は、第44条、第52条の６第２項第２号、

第52条の７第２号及び第３号、第52条の９第３項、

第52条の10第４項第２号、第52条の11第２項並びに

第52条の13第１項第１号の規定による許可をする

場合は、あらかじめ神奈川県建築審査会の同意を得

なければならない。 

第57条 知事は、第44条、第52条の６ただし書、第52

条の７第２号及び第３号、第52条の９第３項、第52

条の10第４項第２号、第52条の11第２項並びに第52

条の13第１項ただし書の規定による許可をする場

合は、あらかじめ神奈川県建築審査会の同意を得な

ければならない。 

第57条の２～第59条 （略） 第57条の２～第59条 （略） 

 


